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＜連絡事項＞
・感染委員会からのお知らせです。南病棟での疥癬の患者様は現在8名、疥癬疑いの患者様は3名です。発疹や掻痒感など疥癬症状がある患者様がいる場合は速やかに知られるようにしてください。

・毎朝の血圧測定で高値のまま再検していない時があるため、高値の場合は再検を忘れずのするようにお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・三浦　久司様～臨時薬が本日の昼で無くなるため、本日夕～同内容にて4日分処方とな

りました。

・續石　啓介様～頓服薬のセパゾン（2）5回分処方となっています。

・櫻川　貞二様～明日14時退院予定となっています。今後は青陽館を2回／週（火・木）利用予定で、本日午後デイケアの見学を実施しています。訪問看護については、前回同様にえがおみょうを利用することになっていますが退院後の初訪問は7/17(月)。訪問看護指示書を持ってきており、記入して頂いています。明日の退院時に渡して下さい。

・小笠原　久年様～目のかすみを訴えヒアルロン酸点眼液1本処方となりました。

＜伊藤Dr.診察情報＞
・小泉　喜作様～娘様に介護保険非該当で入所できる施設の一覧を渡していることを情報提供しています。診察中は特に訴えはなく穏やかに話しています。

・沢田　秋子様～「暑くて（食事）あまり食べれていない。納豆とかあればいいんだけどね」と苦笑しながら話しています。テレパシーや頭の中に考えが入ってくることについては否定していますが表情硬くなる様子見られています。

・大上　なみ様～妄想発言はなく「（脱肛の整復）昨日1回お願いしたけどほとんど自分でやってるよ」と穏やかに話していました。

・小笠原　文人様～多弁さや気分高揚さはなく静かに会話しています。北病棟は冷房がな

く暑いこと伝えると「しばらく西でいいです」と笑って答えています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・木村　敬様～自宅から持参した着圧ソックスを履き「やっぱりこれ履くといんだよなー」と話しをしています。循環器系の疾患がある患者様のため着用可能か主治医へ確認し許可が出ています。

・畠山　文男様～昨日入浴後に剃刀を返却したか確認した際、「死ねると思ったのに」と

希死的発言が聞かれていました。本日は希死的発言ありませんが言動に注意していきましょう。

・石井　幸子様～「娘が迎えに来ている」「家に帰って夏物の服と交換してくる」など帰宅要求聞かれる。また、荷物をまとめオートドアの前に立っている様子あり。説明に納得し自室へ戻るも落ち着きのなさ、表情の硬さ見られているため、レストランへ向かう際など所在確認を行っていきましょう。

＜入院患者様＞

氏　　名：鈴木　真知子様　　　女性　　　昭和37年11月5日 54歳

主 病 名：統合失調症　　　入院形態：任意入院(当院5回目)

担 当 医：馬渡Dr
入院までの経過：

　H14.3.8退院後は青風荘入居しデイナイトケア利用し、定期的な外来通院していた。日課は行えているが、表面的な返答・行動が伴わなく、スタッフの見守りが必要であった。服を何枚も重ね着する・靴下で髪を結ぶ使用済みの尿取りパッドを自室へ放置する事があり、プログラムの参加もできていなかった。Ｈ29.7.9無断で施設外に出ており、介入にも拒否がみれていた。また独語・大声を出すことがあり、他者に対して詰め寄ることがあり、不穏・多動さあり、薬剤調整していた。

　今回、治験薬を勧めたところ本人より入院の同意が得られた為、Ｈ29.7.14　10時50分西Aユニットへ任意入院となる。

※洗濯：自己洗濯

※買い物カードなし

※急変時は当院での対応

※ＧＡＦ　30

※検査：採血(7/20　感染症のみ)　胸部レントゲン　
※リハビリパンツ、おやつは青風荘スタッフに連絡

※リハプロなど開始指示あり

